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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年11月4日(2011.11.4)

【公開番号】特開2010-163500(P2010-163500A)
【公開日】平成22年7月29日(2010.7.29)
【年通号数】公開・登録公報2010-030
【出願番号】特願2009-5261(P2009-5261)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  67/46     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  17/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  67/46    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｌ
   Ｃ０９Ｄ  17/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/20    １０１　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月16日(2011.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも顔料、分散剤、溶剤および有機色素誘導体または複素芳香族環誘導体（Ｄ）
からなる顔料組成物であって、有機色素誘導体または複素芳香族環誘導体（Ｄ）が下記一
般式（１）で示される有機色素誘導体または複素芳香族環誘導体（Ｄ１）と下記一般式（
２）で示される有機色素誘導体または複素芳香族環誘導体（Ｄ２）とを含み、Ｄ１：Ｄ２
の重量比が５：９５～４０：６０であることを特徴とするカラーフィルタ用顔料分散体。
一般式（１）：
【化１】
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一般式（２）：
【化２】

式中の記号は以下の意味を示す。
Ｑ；有機色素残基、またはアントラキノン残基、または置換基を有してもよい複素環、ま
たは置換基を有してもよい芳香族化合物残基
Ｘ；直接結合、－ＣＯＮＨ－Ｙ1－、ＳＯ2ＮＨ－Ｙ1－、または－ＣＨ2ＮＨＣＯＣＨ2Ｎ
Ｈ－Ｙ1－
（Ｙ1；置換基を有していてもよいアルキレン基またはアリーレン基）
Ｒ1；

（Ｙ2；－ＮＨ－、または－Ｏ－）
（Ｒ2、Ｒ3；それぞれ独立に置換もしくは無置換のアルキル基またはＲ2とＲ3で少なくと
も窒素原子を含むヘテロ環を形成していてもよい。）
ｍ：１～６の整数
ｎ：１～４の整数
【請求項２】
　顔料と有機色素誘導体または複素芳香族環誘導体（Ｄ）の比率が１００：０．１から１
００：１００であることを特徴とする請求項１記載のカラーフィルタ用顔料分散体。
【請求項３】
　分散剤が芳香族カルボキシル基を有する分散剤（A）で、芳香族トリカルボン酸無水物
（B１）及び／または芳香族テトラカルボン酸無水物（B２）と水酸基を有する重合体（C
）を反応させてなる化合物である請求項１または２記載のカラーフィルタ用顔料分散体。
【請求項４】
  請求項１から３いずれか記載のカラーフィルタ用顔料分散体からなるカラーフィルタ用
顔料インキ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１４２】
[実施例２]
  実施例１においてＰｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ３６をＰｉｇｍｅｎｔ ＲＥＤ２５４（イ
ルガフォアレッド Ｂ－ＣＦ：チバ・スペシャルティ・ケミカルズ製）に変えた以外は同
様にして顔料分散体を得た。
[実施例３]
  実施例１においてＰｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ３６をＰｉｇｍｅｎｔ Ｙｅｌｌｏｗ１５
０（Ｅ４ＧＮ：ランクセス製）に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
[実施例４]
  実施例１において有機色素誘導体（Ｄ３）を０．１部、有機色素誘導体（Ｄ４）を０．
９部に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
[実施例６]
  実施例２において有機色素誘導体（Ｄ３）を０．１部、有機色素誘導体（Ｄ４）を０．
９部に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
[実施例８]
  実施例１において分散剤A１をＫ１に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
[実施例９]
  実施例４において分散剤A１をＫ１に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
[実施例１１]
  実施例１において分散剤A１をA２に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
[実施例１２]
  実施例４において分散剤A１をA２に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
[実施例１４]
  実施例１において分散剤A１をA３に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
[実施例１５]
  実施例４において分散剤A１をA３に変えた以外は同様にして顔料分散体を得た。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】



(4) JP 2010-163500 A5 2011.11.4

【表１】

                                                                                
      


	header
	written-amendment

